
 

    
 
 
 

エ
ド
ヒ
ガ
ン
（
江
戸
彼
岸
）
桜 

 

樹
齢
推
定
二
百
年
・
樹
高
十
五
メ
ー
ト
ル
・
幹
廻
り
四
メ
ー
ト
ル 

令
和
元
年
十
二
月
に
樹
勢
回
復
を
施
す
（
近
隣
で
は
、
放
光
院
の
銀
杏
と
金
毘

羅
神
社
参
道
東
登
り
口
の
エ
ド
ヒ
ガ
ン
桜
。
此
処
は
三
例
目
） 

  

高
原
に
春
を
告
げ
る
桜
で
、
そ
の
名
の
通
り
春
の
彼
岸
頃
に
そ
れ
は
見
事

な
花
を
咲
か
せ
る
。
大
木
故
に
遠
く
か
ら
で
も
よ
く
見
え
る
。 

 

他
の
桜
に
比
べ
れ
ば
一
週
間
か
ら
十
日
ほ
ど
早
い
。
九
州
か
ら
本
州
ま
で

広
く
分
布
し
て
い
る
が
数
は
少
な
い
。
古
く
か
ら
日
本
の
山
野
に
自
生
し
た

野
生
種
で
大
木
に
な
る
。
樹
齢
が
長
く
長
寿
の
木
と
言
わ
れ
、
葉
よ
り
も
先
に

花
が
た
く
さ
ん
咲
く
と
こ
ろ
か
ら
縁
起
が
良
い
と
さ
れ
、
観
賞
用
と
し
て
日

本
人
に
愛
さ
れ
て
き
た
桜
で
あ
る
。
最
も
一
般
的
な
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
品
種

改
良
、
つ
ま
り
ク
ロ
ー
ン
の
母
体
と
な
っ
て
い
る
の
が
エ
ド
ヒ
ガ
ン
桜
で
あ

る
。 

 

花
は
薄
紅
色
で
花
弁
は
五
枚
で
一
重
。
花
弁
は
長
さ
十
～
十
二
ミ
リ
、
萼

（
が
く
）
の
付
け
根
が
丸
く
膨
ら
む
の
は
特
徴
の
ひ
と
つ
。
花
の
後
（
あ
と
）

に
は
六
月
末
に
か
け
て
サ
ク
ラ
ン
ボ
が
で
き
る
が
、
酸
味
が
強
く
食
用
に
は

適
さ
な
い
。
葉
は
枝
か
ら
互
い
違
い
に
付
き
、
先
端
は
尖
（
と
が
）
り
縁
に
は

ギ
ザ
ギ
ザ
が
あ
る
。 

  
 

❞

春
告
げ
る
花
あ
り 

高
原
の
要
所
石
仏
辺
り
に 

エ
ド
ヒ
ガ
ン❝

 

 

希
少
な
エ
ド
ヒ
ガ
ン
桜
が
、
夜
久
野
高
原
に
は
点
在
し
て
い
る
。
高
原
の

謎
の
ひ
と
つ
、
そ
れ
は
「
エ
ド
ヒ
ガ
ン
桜
の
傍
に
石
仏
が
見
ら
れ
る
」
場
所

が
多
い
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
石
仏
と
は
、
高
原
と
宝
山
一
帯
に
あ
る
観
音

立
像
と
弘
法
大
師
座
像
の
こ
と
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
、
四
国
八
十
八
ケ
所

霊
場
を
移
し
た
「
夜
久
野
高
原
八
十
八
ケ
所
石
仏
め
ぐ
り
」
が
創
設
さ
れ
て

い
る
。
石
仏
と
エ
ド
ヒ
ガ
ン
桜
、
ど
ち
ら
が
先
に
あ
っ
た
の
か
。
（
但
し
春

限
定
）
ま
ず
は
現
場
を
見
て
ご
一
考
さ
れ
た
い
。
こ
こ
か
ら
三
百
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
東
に
あ
る
八
十
八
番
、
更
に
東
方
向
の
八
十
六
番
、
八
十
七
番
。
西
方

向
の
金
刀
比
羅
山
頂
に
あ
る
三
番
、
市
道
沿
い
に
見
ら
れ
る
五
番
、
応
仁
の

乱
ゆ
か
り
の
内
藤
塚
六
・
七･

八
番
、
牧
場
跡
の
六
十
九
番
等
。
他
に
も
高

原
に
咲
き
誇
る
各
種
の
桜
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

 

令
和
元
年 

三
月 

朝
来
市
山
東
町
金
浦
区
自
治
会 

「
八
十
八
ケ
所
石
仏
め
ぐ
り
」
の
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
茶
堂
（
放
光

院
）
縁
側
か
夜
久
野
温
泉
観
光
案
内
所
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。
建
物
に
入
る

と
音
楽
が
流
れ
て
く
る
、
さ
わ
や
か
ト
イ
レ
横
の
大
型
案
内
版
も
ご
利
用
く

だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
発
行
日 

二
〇
二
〇･

三
・
五 

編
集
・
発
行 

金
浦
区
自
治
会 

上記の桜の写真は、昨年撮影したものです。

この度の樹勢回復による効果を期待していま

す。 

案内看板は、令和２年３月に設置したもので

す。その看板の案内は前述の通りです。 

もう春がそこまで近づいています。3 月下旬か

ら 4 月上旬にご注目ください。場所は放光院

の東方向約 300m です。 


